
１．新入生のために 

1．1  学生要覧 

この学生要覧には、本大学院での教育と研究に関する必要な情報が書かれている。再配布は

しないので大切に保管して利用すること。 

1．2  掲示、電話、郵便 

学生への連絡は掲示によって行われる。教室の変更、授業の休講・補講、呼び出しなど

すべての連絡は掲示によって行われる。緊急以外の電話は間違いを生じたり、業務上の支

障となることがあるので取り次ぎすることはできない。学生個人への郵便物は混乱が生ず

ることがあるので避けること。 

Active Academy Advance（AAA）、授業情報kHITによる情報提供 

Active Academy Advanceは各種掲示、履修登録、成績照会など大学からの情報

連絡ネットワークシステムである。最低１日１回は確認すること。 
■ URL：https://aaa.hi-tech.ac.jp/ 
授業情報kHITでは、休講・補講、時間割等の授業情報を掲示している。 
■ URL：https://khit.hi-tech.ac.jp/ 

1．3  手続と期限 

授業を受けたり、書類を申し込むためには手続きをする必要がある。手続きには作業を合理的

に進めるため、必ず期限がある。これを守らないときは他の学生に迷惑をかけたり、自分自身が不

利な扱いを受けることがある。期限は必ず守らなければならない。 

1．4  学生証と学籍番号 

学生証は学生の身分を証明するものであるから、常に携帯していなければならない。特に、各

種証明書等の交付を受けるとき、図書館を利用するときは携帯していなければならない。学生証

の有効期間は、発行の日から各課程の標準修業年限終了までとする。また、修了、退学あるいは

除籍などの場合はただちに学生証を返却しなければならない。 

学籍番号は、手続きに必要とするので忘れないようにしなければならない。 

1．5  通学と交通事故 

通学には自転車、車両（自動二輪車、四輪車）を使用することができる。いずれの場合も所定

の手続きをとって許可を受けなければならない。また、学内に駐車する場合は、そのルールを守り

定められた場所に駐車し周囲の迷惑にならないようにしなければならない。 

1．6  大学施設 

本学には、図書館、メディアセンター、多目的ホール、体育館、学友会館、尚志館、屋内練習

場、テニスコート、運動公園が設置されている。それぞれの利用法に従って利用しなければならな

い。 

1．7  学費の納入 

学費は所定の期日までに納入しなければならない。納入されない場合は除籍になってしまい、

院生の資格を失う。もし、所定の期日までに納入できない場合は願い出によって延納を許可する

ことがある。詳細は八戸工業大学学費納入規程に記載されている。 
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1．8  大学院の規程 
本大学院には、学則をはじめとするいくつかの規程がある。これらの規程は本大学院での教育

研究活動が活発に、しかも有効的に推進できる環境を整備し、教育研究活動を円滑に運営する

ために定められている。第５章にそれらの規程を掲載している。 

1．9  休学、退学など 

これらについては指導教員に相談してほしい。手続きの詳細は大学院学則第１０章に記載され

ている。 

1．10  GPA 

本学では、平成２３年度入学生からを対象に学修成果を計る基準としてGPA制度を導入してい

る。GPAとは、「Grade Point Average」の略称で、履修した１単位当たりの評価平均値を求めたも

のである。GPAを算出することにより学修の到達度が明確になることから、皆さんの学修意欲向上

につながることをねらいの一つとしている。 

GPAは学期ごとに学業成績通知書に記載して配布するので、自分自身の学修状況を確認する

とともに、GPAがより高い値となるように学修することを期待する。 

■成績評価とグレードポイント(GP) 

評価毎のグレードポイント(GP)は下記の通りで、評価がN（認定）の科目、修了要件に含まれな

い科目は、GPA算出の対象外とする。 

合否 評価 評価基準 GP 

合格 

Ｓ ９０～１００ ４ 

Ａ ８０～８９ ３ 

Ｂ ７０～７９ ２ 

Ｃ ６０～６９ １ 

Ｎ 認定 - 

不合格 Ｄ ５９以下 ０ 

■GPAの計算方法 

本学では、下記の通り「学期GPA」、「年度GPA」、「累積GPA」の３種類のGPAを計算する。（小

数点第２位まで表示し、小数点第３位以下は切り捨て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

GPAの計算で特に注意すべき点は、不合格科目(D評価：GP＝０)も評価を受けた科目として単

位数に算入されることである。GPの計は増えずに分母が大きくなることから、不合格科目が増える

とGPAの値が低くなる。なお、不合格科目には文字通り試験等に不合格だった場合以外にも、授

業を途中からあきらめた場合（通称「放棄」）も含めるので、充分注意すること。 

履修計画を立てる際には、進級要件や卒業要件を充足することはもちろん、履修登録した科目

は途中であきらめることなく確実に単位を修得すること、また、全てを高い評価で合格するよう努力

することが重要である。 

 

学期GPA ＝ 
当該学期における（修得した科目の単位数×GP）の計 

当該学期における評価を受けた科目の単位数の計 

年度GPA ＝ 
当該年度における（修得した科目の単位数×GPの計 

当該年度における評価を受けた科目の単位数の計 

累積GPA ＝ 
入学以降に（修得した科目の単位数×GP）の計 

入学以降に評価を受けた科目の単位数の計 
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